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第 14 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成29年９月25日(月曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前10時55分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）２０１９女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件 

 （２）ラグビーワールドカップ２０１９熊

本開催に関する件 

 （３）２０２０東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件 

 （４）共通する事項 

 （５）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

 （６）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(15人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 髙 野 洋 介 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

                委  員 荒 木 章 博 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 渕 上 陽 一 

                委   員 橋 口 海 平 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

                委  員 大 平 雄 一 

        委  員 吉 田 孝 平 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

商工観光労働部 

         部 長 奥 薗 惣 幸 

政策審議監兼 

商工政策課長 中 川   誠 

観光経済交流局長 原 山 明 博 

観光物産課長 永 友 義 孝 

国際課長 小 金 丸 健 

    国際スポーツ大会 

        推進局長 小 原 雅 晶 

    首席審議員兼国際 

スポーツ大会推進課長 水 谷 孝 司 

 教育委員会 

教育理事 山 本 國 雄 

教育政策課長 江 藤 公 俊 

体育保健課長 西 村 浩 二 

総務部 

首席審議員兼人事課長 平 井 宏 英 

 企画振興部 

   地域・文化振興局長 斉 藤 浩 幸 

    地域振興課審議員 

兼課長補佐 鈴   和 幸 

文化企画・世界遺産 

推進課長 手 島 伸 介 

 健康福祉部 

障がい者支援課長 奥 山 晃 正 

 土木部 

道路都市局長 宮 部 静 夫 

都市計画課審議員 伊 東   貢 

 警察本部 

警備第二課長 森 本 信 明 

交通規制課長 瀬 河 清 信 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 福 島 哲 也 

     政務調査課主幹 佐 藤   誠 

――――――――――――――― 

午前10時０分開会   

〇池田和貴委員長 それでは定刻となりまし

たので、ただいまから第14回国際スポーツ大

会推進特別委員会を開会いたします。 
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 開会に先立ちまして、御報告いたします。 

 大平県議が、若干おくれて出席との連絡が

入っております。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、審議に入ります。 

 お手元に配付をしております本日の次第に

従い、まず執行部から一括して説明を受け、

その後、質疑は議題ごとに行いたいと思いま

す。 

 なお、委員会の運営は効率的に行いたいと

考えておりますので、説明につきましては簡

潔にお願いいたします。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 おはようございます。国際スポーツ大会

推進課長の水谷です。よろしくお願いいたし

ます。 

 では、座って説明させていただきます。 

 まず、本日の資料の確認をさせていただき

ます。 

 本日の資料は、Ａ４横のページ上に「第14

回特別委員会資料」と記載されているものが

１部でございます。ございますでしょうか。 

 では、この資料に沿って、４つの付託案件

を順に説明させていただきます。 

 では、開いていただいて、１ページをお願

いいたします。 

 最初に、女子ハンドボール世界選手権熊本

開催に関する件です。 

 １ページは、大会概要です。 

 大会期間は、2019年の平成31年11月30日

（土曜日）から12月15日（日曜日）までの16

日間、試合会場はメイン会場としてパークド

ーム熊本、サブメイン会場としてアクアドー

ムくまもと、そして予選会場として八代市、

山鹿市の総合体育館、参加チームは24カ国、

熊本で全88試合が開催される予定で準備をし

ておりました。 

 しかし、６月の委員会でも少し触れました

けれども、ことし３月末の国際ハンドボール

連盟役員による現地視察において、試合会場

や宿泊施設について指摘があり、現在、協議

を進めております。これについては、次の２

ページで御説明いたします。 

 ２ページをお願いいたします。 

 まず、(1)の主な指摘事項です。大きく

は、２つの指摘事項がありました。 

 １つは、①の競技会場についてです。予選

会場の１つとして予定していた山鹿会場の山

鹿市総合体育館については、観客席数が少な

いことなどにより、世界選手権大会の会場と

してふさわしくないとの指摘を受けました。 

 次に、➁宿泊施設について、予定している

八代会場のホテルについては客室の広さな

ど、また山鹿会場のホテルについては、競技

会場からの移動時間などの点で、世界選手権

大会の宿泊施設としてふさわしくないとの指

摘を受けました。 

 山鹿市総合体育館については、97年の男子

世界選手権大会の会場でもあり、また既存の

座席に仮設の座席を設置し3,000席を確保す

ることとしていましたが、座席の一定数はテ

レビやメディアなどで座席が減ること、また

構造上ゴール裏に座席が置けないことなどか

ら、世界選手権を通じたハンドボールの普及

や成長性を考慮すると、ふさわしくないとい

うものでした。 

 また、予定している八代会場のホテルにつ

いては競技会場から近いものの、部屋が狭く

長年改装されていない。 

 山鹿会場のホテルについては、立派なホテ

ルではありますが、距離があり、移動時間が

50分以上かかるため、ふさわしくないという

ものでした。 

 これらの指摘事項への対応状況についてで

すが、日本ハンドボール協会とともに、テレ

ビ会議や国際ハンドボール連盟役員などとの

直接面会により解決策について協議を重ねて
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きました。 

 特に山鹿市総合体育館については、男子世

界選手権大会でも会場とされていたこと、こ

れまで何度も日本一に輝くオムロン女子チー

ムのホームタウンでもあり、日本で最もハン

ドボールが盛んな地域の１つであることなど

を主張してまいりました。 

 この結果、24カ国を４つのグループに分け

て行う予選ラウンドの会場には認められない

ものの、予選ラウンド４位以下の下位12のチ

ームによる順位戦、プレジデントカップの実

施に向けて検討していくこととなりました。 

 また、宿泊施設については、施設の活用方

法を工夫することや施設の改修、また移動ル

ートの変更などについて検討していくことと

しました。 

 これらの指摘事項については、八代市、山

鹿市とは市長も含め協議を進めながら検討を

進めております。引き続き丁寧に協議しなが

ら、準備を進めていきたいと考えておりま

す。 

 さらに、(3)の３つ目のポツですが、この

協議の中で2019年の世界選手権大会の試合数

については、出場チームが24カ国、これは変

わりませんが、大会方式の変更により、88試

合から96試合になることが決定されたとの報

告があっております。今後この96試合を前提

とした試合日程や会場、また宿泊施設につい

て、来年春に予定されている国際ハンドボー

ル連盟の再度の現地視察を経て決定すること

としております。 

 なお、予選会場の１つとして予定していた

山鹿市総合体育館がプレジデントカップの会

場になるため、かわりのもう１つの予選会場

としては県立体育館を候補地として準備を進

めていきたいと考えております。 

 次に、さきに行われました女子ハンドボー

ルプレ国際大会、ジャパンカップについて御

報告いたします。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ポーランド、アンゴラの代表チームも参加

した国際試合を、８月の上旬開催しました。

(2)の試合結果にもありますとおり、宇城

市、人吉市、山鹿市の３カ所で予定していま

したが、最終日の日曜日は県内に台風が接近

していたことから中止し、２日間の開催とな

りました。それぞれの会場の観客数は、表の

右にあるとおり、ハンドボールが盛んな宇城

市の会場は1,006人と、ほぼ満員となりまし

た。 

 一方、人吉市の会場は629人と、集客に苦

戦しました。 

 お忙しい中、会場にお越しいただきました

委員の皆様、またチケット販売に当たっては

地元の県議の先生や経済界の皆様には大変お

世話になりました。ありがとうございまし

た。 

 また、運営に当たっても、会場地の市役所

を初めとして地域の皆様に大変お世話になり

ましたことを御報告させていただきます。 

 今回、集客数について大きな課題が残りま

したので、日本協会や県協会とも、その対策

を早急に練っていきたいと考えています。 

 ４ページをお願いいたします。 

 プレ大会の試合会場の模様です。２会場で

４試合が行われましたが、各試合とも白熱し

た好ゲームとなりました。 

 また、試合後は、右上の写真にもあります

とおり、観戦した子どもたちが選手たちに駆

け寄り、サインをもらったり写真撮影をした

りしていました。選手たちも時間をかけて積

極的に対応してくれましたので、子どもたち

は大喜びでした。 

 このような機会を数多くつくっていくこと

が、ハンドボールのファンをふやし世界選手

権への誘客につながっていくのではないかと

考えております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 プレ大会では、試合のほかにもさまざまな

交流会が行われました。(3)の右の写真は、
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大会前半の宿泊地となった八代市での代表者

会議と懇親会の模様です。監督、コーチなど

各チームの代表者や、ロシア、スロベニアか

らのレフｪリー、また懇親会には副議長や会

場地の副市長、さらにはアンゴラ駐日大使も

参加されました。 

 懇親会に出された料理も好評で、海外の方

々は中締めの後も残って食事を楽しまれたよ

うでした。 

 (4)は、エクスカーション、小旅行の模様

です。休息日の５日、アンゴラ、ポーランド

の選手たちが浴衣を身にまとい、熊本城を見

学したり、食事やショッピングを楽しまれま

した。選手たちは、お気に入りの浴衣を選ん

だりして、大好評だったとのことでした。 

 ６ページをお願いいたします。 

 (5)交流事業です。日本代表に加え、ポー

ランドやアンゴラの選手たちも、県内の子ど

もたちとの交流会に積極的に参加していただ

きました。７ページにかけては、その様子の

写真です。選手たちは、ハンドボールの教室

のほか、病院や福祉施設にも出向き、子ども

たちとふれあう機会を持ってくれました。 

 ハンドボール教室に参加した子どもたち

は、代表選手の運動能力やテクニックに目を

輝かせ、またアドバイスをもらったりして大

変喜んでいました。また、入院中の子どもた

ちや福祉施設の利用者も、ハンドボールを通

じた心温まる時間をお互い過ごせたのではな

いかと考えています。 

 今後の国際スポーツ大会に向けたさまざま

な取り組みの中でも、試合だけでなく、各チ

ームと県民、とりわけ子どもたちと触れ合う

機会をたくさん設けていきたいと考えていま

す。 

 ８ページをお願いいたします。 

 2019年の熊本での女子世界選手権の前の大

会となる、ドイツ大会の概要です。 

 今度の12月１日から17日に、ドイツ国内６

会場で、24カ国参加のもと開催されます。 

 大会の前半は予選ラウンドとして、６カ国

ずつが４つのグループに分かれて、総当たり

戦のリーグ戦を行います。 

 日本はグループＣで、デンマークやロシア

などの強豪国と当たります。 

大会後半は、各予選ラウンド上位４位によ

る決勝トーナメントと、各５位、６位の順位

戦、プレジデントカップが３つの会場で行わ

れます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 この予選会場の組み合わせ抽選会、ドロー

会議は、各大陸予選が終わり、出場国が決ま

った後、大会半年前の６月に行われました。 

 (3)は、大会の入場チケットの種類と価格

帯です。入場チケットは、１会場１日限定

で、その日に開催される全試合を観戦できる

デイチケット、１日１会場限定で、数日間に

わたり複数の試合を観戦できるパッケージチ

ケット、１会場１日限定で特定の試合を観戦

できるセッションチケットなどがあります。

それぞれの料金は、１ユーロ１３０円で換算

しておりますけれども、例えば予選ラウンド

の昼間の試合は1,000円程度のものから、決

勝戦は１万円を超えるもの、また同じ予選ラ

ウンドでも地元ドイツが含まれるグループＤ

の会場は、他の予選ラウンドよりも割高に設

定されているなど、集客と入場料収入の両面

をにらみ、工夫を凝らしたチケッティングが

なされています。 

 このドイツ大会は、熊本大会の前の大会と

なるため、大会運営全般にわたって視察調査

をするとともに、次回熊本大会のＰＲを実施

していきたいと考えています。 

 10ページをお願いいたします。 

 大会キャッチフレーズ募集についてです。

大会開催の機運醸成を図るため、大会のＰＲ

に広く使用するキャッチフレーズを７月１日

から募集しました。当初、応募が少なかった

ため応募期間を延長したところ、3,394点の

応募が集まりました。 
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 現在、審査を進めていますが、県の地域プ

ロジェクトアドバイザーである小山薫堂さん

を委員長にお願いし、選定の上11月か12月中

に発表したいと考えています。 

 ６は、今後の主なスケジュールです。 

 先ほどのドイツ大会の視察も踏まえ、来年

３月にはチケッティングやマーケティング、

またボランティアなど、大会実施に向けた計

画を策定することとしています。 

 ４月には、冒頭説明しました国際ハンドボ

ール連盟による現地調査を経て、大会の試合

会場、宿泊施設等を決定し、具体的な開催準

備に本格的に取り組むこととしています。 

 秋には、本番に即したプレ国際大会を、今

回よりも参加国をふやして実施したいと考え

ております。 

 同じ2019年の１月に行われる男子の世界選

手権を経て、大会半年前には組み合わせ抽選

会を行い、大会の日程が決定することとなり

ます。 

 女子ハンドボール世界選手権大会について

は、以上です。 

 次に、ラグビーワールドカップ2019熊本開

催に関する件です。 

 資料は、11ページをお願いいたします。 

 大会の期間、会場、予選の組み合わせは前

委員会でも御説明したとおりですので省略さ

せていただきます。 

 12ページをお願いいたします。 

 ６月に行われた国際テストマッチにおい

て、観客輸送面などについて来場者へのアン

ケート調査を実施しておりましたので、その

結果を説明いたします。 

 まず、観客輸送の実績についてですが、総

観客数１万8,585人のうち、約３分の２の方

がパーク＆バスライドやシャトルバスなどの

交通機関を利用されて来場されました。 

 その来場者を年代別に見てみますと、13ペ

ージをお願いいたします。 

 年代別に見てみますと、男女とも40代、50

代の方が多く、30代以下は比較的少ない状況

でした。 

 また、住所地は、熊本市内が半分近くと多

かったのは、予想どおりですが、県外の方が

九州・沖縄が24％、九州外が10％と、合わせ

て３分の１を占められました。熱心なラグビ

ーファンは、県外へも積極的に観戦に来られ

ていたことがわかりました。 

 14ページをお願いいたします。 

 大会開催をどのように知ったか、情報源に

ついてです。 

 一番多かったのは、知人、家族からの口コ

ミで26.4％、続いてインターネットが21.5％

と、２割台の高い数値を示しました。続い

て、テレビ、職場、チラシと続きますけれど

も、口コミは職場からを合わせると約４割、

インターネットも県ラグビー協会や県、熊本

市のホームページ、ＳＮＳを合わせると、こ

ちらも約４割を占めました。もちろん、テレ

ビや新聞などのマスメディアを通じて口コミ

が広がる面も大きいと思いますので、今回の

結果を勘案し戦略的に広報活動を行っていき

たいと思います。 

 15ページをお願いいたします。 

 来場方法についてです。一番多かったの

は、グランメッセ熊本からのパーク＆バスラ

イド、続いてＪＲ光の森駅からのシャトルバ

スの活用で、いずれも18％台の高い割合でし

た。 

 パーク＆バスライドは、ほかにも東京エレ

クトロン九州、家畜市場からも実施し、これ

を合わせると34％、シャトルバスに熊本市街

地、ＪＲ熊本駅発の臨時バスを加えると28

％、２つを合わせると６割以上が臨時のバス

を活用されており、バスの台数確保、円滑な

乗降と交通規制などが必要であることが改め

て認識されました。 

 16ページをお願いいたします。 

 これらのバスを利用された方を対象に、そ

の利便性について尋ねたものです。性別、年



第14回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（平成29年９月25日) 

 - 6 - 

代別、住所別にグラフ化しています。 

 全体的には、おおむね便利だったとの評価

をいただいたと考えておりますけれども、県

外、特に九州外の方からは、便利だったとの

声は５割台にとどまりました。 

 今回、熊本空港とのアクセスを含め、県外

の方の利便性の確保に特に多くの課題が残っ

たと考えております。 

 また、ワールドカップ本番では、海外から

の観戦者も多く来場することが見込まれます

ので、表示や案内などを含め、さらにわかり

やすい移動手段の確保が必要だと認識いたし

ております。 

 17ページをお願いいたします。 

 会場整備についてです。現在、照明、座

席、トイレ、更衣室等の改修、また２面目の

大型ビジョンについて整備を進めておりま

す。 

 また、今回の定例会に、右上のほうになり

ますけれども、中央監視装置、防災設備の更

新のための予算をお願いしております。 

 これらの装置については、20年前にスタジ

アムを整備して以来更新しておらず、ワール

ドカップ本番に向けふぐあいがなく万全の状

態で大会が迎えられるよう整備するもので、

国の交付金を２分の１活用することとしてお

ります。 

 18ページをお願いします。 

 今後の主なスケジュールです。 

 ワールドカップは９月の20日から11月２日

の約１カ月半が開催期間で、今はちょうど２

年前に当たります。現在、全国各地で２年前

イベントが行われておりますが、その１つに

ワールドカップのトロフィーが全国の会場地

を巡回展示されます。 

 熊本では、10月９日の体育の日にやってき

ます。できるだけ多くの方々の目に触れるよ

う、熊本市中心部での展示を計画しておりま

す。詳細が決まりましたら、改めてお知らせ

いたします。 

 また、期間中の最終日11月２日には、いよ

いよ試合会場、日程が発表されます。熊本

で、いつ、どのチームとどのチームが試合す

るかが決まります。あわせて、チケット販売

の概要が発表されることとなっています。 

 さらに、日程はまだ決まっていませんが、

この秋に公認チームキャンプの候補地が選定

されることになっています。公認チームキャ

ンプ地については、後ほど説明いたします。 

 12月３日には国内のラグビートップリーグ

が、えがお健康スタジアムで行われます。こ

としはダブルヘッダーで行われ、昨シーズン

優勝したサントリーサンゴリアスもやってき

ますので、多くの観客が集まるよう、県ラグ

ビー協会と連携して誘客を図りたいと思いま

す。 

 さらに、来年度からは開催都市ごとに組織

委員会の出先事務所ＬＯＣが設置され、本大

会の開催に向け組織委員会と地元自治体が連

携して、より具体的に準備を進めてまいりま

す。 

 次に、５、公認チームキャンプ地誘致につ

いてです。 

 先ほどのスケジュールでも触れましたが、

この秋に公認チームキャンプ地の候補地が選

定されます。ラグビーワールドカップのキャ

ンプは、下の表にあるとおり、事前キャンプ

と公認キャンプの２種類があります。本県

は、右側の公認キャンプに熊本市と共同で応

募しています。この公認キャンプは、大会の

期間中に行われ、組織委員会が一元管理する

もので、宿泊費、移動費、食費などの経費は

組織委員会が負担します。 

 一方、左側の事前キャンプは、大会期間の

前に行われるもので、組織委員会の管轄外と

なります。このため、誘致を希望する自治体

は出場チームに個別に誘致活動を行い、合意

されれば事前キャンプが行われます。現在こ

の事前キャンプはスコットランドが長崎市

で、ウェールズが北九州市で実施することが
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合意されており、また宮崎市がイングラン

ド、徳島県がジョージア、長野県上田市がイ

タリアを誘致する意向があると聞いていま

す。 

 また、ワールドカップ12会場の中では、神

戸市と福岡市の２カ所が誘致を行っていると

伺っています。現在、本県は事前キャンプの

誘致は行っていませんが、公認キャンプの実

施に向けて組織委員会の事前調査などに対応

しています。この公認キャンプに、本県を含

め全部で76県、90自治体が応募しており、ワ

ールドカップの12会場の中では札幌市、神奈

川県、横浜市、豊田市、神戸市の５カ所が応

募されています。 

 この76県の中から、この秋にその候補地が

まず選定され、その後、出場チームによる実

地の視察が行われます。その後、来年春以降

に順次キャンプ地として決定されていく予定

となっております。 

 このため、仮に候補地に選ばれてもキャン

プが行われないかもしれませんし、どのチー

ムがやってくるかわかりません。また、チー

ムへの誘致活動はできないとされています。

しかし、例えばさきの国際テストマッチで

は、ルーマニアチームは1週間前に熊本入り

し、熊本市内のホテルに宿泊し、熊本市内の

練習会場やプールなどで、試合当日まで調整

を行い、県民との交流も積極的に参加してく

れました。本県は本大会の開催地ですので、

熊本で試合するチームの中にはルーマニアチ

ームのように早めに熊本入りし、調整を行う

チームがあるのではないかと考えており、し

っかりとその準備をしていきたいと考えてい

ます。 

 本大会の会場である本県は、ワールドカッ

プ本大会を万全の態勢で実施するとともに、

その強みを生かして、経費や組織の面でも運

営の面でも有利な公認キャンプの誘致を優先

して行いたいと考えております。 

 次に、19ページをお願いします。 

 2020東京オリンピック・パラリンピック競

技大会に関する件です。 

 19ページは大会の概要ですので、説明は省

略いたします。 

 20ページをお願いします。 

 キャンプ地誘致の取り組み状況を報告しま

す。 

 まず、①インドネシアバドミントンチーム

についてです。６月に現地を訪問し新しいバ

ドミントン協会長とも面会ができ、熊本のチ

ームとの交流試合の実施や、競技施設や宿泊

施設の視察について提案をいたしました。 

 その後８月に、インドネシア駐日大使が来

熊された際、バドミントンチームの誘致に向

けた意見交換を行うとともに、８月25日の独

立記念祝賀会に出席し、改めて大使に要請を

行いました。 

 このような活動が功を奏したかどうかわか

りませんが、先日、提案していた交流試合や

競技施設などの視察について、前向きに検討

していく旨の連絡があり、現在実施に向けて

具体的な協議を行っております。 

 まだ発表できる状況ではありませんので詳

しくは申し上げられませんが、キャンプ誘致

の前段階として、ぜひ実現したいと考えてい

ます。 

 また、８月末には同じくインドネシアバド

ミントンチームの誘致活動を行っている秋田

県も訪問し、連絡を取り合いながら誘致活動

を行うことなどについて、意見交換を行って

まいりました。 

 ➁は、ノルウェーのボート、カヌーチーム

についてです。 

 菊池市の竜門ダム班蛇口湖でのキャンプに

ついて基本合意しておりますけれども、８月

にノルウェーオリンピック委員会が福岡市に

やってきた際、菊池市とともに競技施設や宿

泊施設に関する協議を行ってまいりました。 

 21ページをお願いします。 

 全日本女子レスリングの合宿についてで
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す。10月26日から11月１日に熊本では３回目

の合宿が行われます。リオオリンピックの前

に１回目の合宿が行われ、練習環境がすばら

しかったと評価を受け、またリオオリンピッ

クでも好成績を上げたことから、昨年10月の

２回目に続き、ことしも実施されることとな

りました。 

 ④は、ドイツの水泳チームについてです｡

ドイツの水泳チームは北京オリンピックの

際、熊本市のアクアドームで事前キャンプを

実施されています。このため、東京オリンピ

ックに向けても、熊本市でのキャンプ実施に

向け、大西市長が友好都市であるハイデルベ

ルグを訪問する機会を活用し、ドイツ水泳連

盟のトップセールスを行うと伺っておりま

す。 

 (2)は、選手育成に関することです。これ

については、体育保健課、障がい者支援課か

ら説明をしていただきます。 

 

〇西村体育保健課長 おはようございます。

体育保健課でございます。着座にて説明させ

ていただきます。 

 資料は、21ページの選手育成に関すること

でございます。 

 2020年東京オリンピックに向けた選手育成

事業につきましては、現在、該当の13競技団

体と県体育協会による育成事業を実施してお

ります。 

 資料22ページをごらんください。 

 前回、今年度の育成選手の一覧のほうを説

明させていただきました。前回は31人の選手

を載せておりましたけれども、今回、育成指

定選手の変更について御説明をさせていただ

きたいと思います。 

 バドミントン競技で指定をしておりました

再春館製薬所の福万尚子選手と與猶くるみ選

手が、再春館製薬所から年度途中でヨネック

スへの移籍をしました。それに伴いまして辞

退届けが提出されましたので、両選手の指定

を解除したことを御報告いたしたいと思いま

す。 

 次に、23ページをごらんください。 

 選手の主な活躍を紹介させていただきま

す。 

 まず、バドミントン競技では、世界国別対

抗選手権におきまして、再春館製薬所の山口

茜選手が銅メダルを獲得、2017世界選手権に

おきまして、トナミ運輸園田・嘉村ペアが銅

メダル、再春館製薬所の福島・廣田ペアが銀

メダル獲得、廣田選手は、新聞等でもきょう

載っておりましたけれども、昨日まで開催さ

れましたジャパンオープンの混合ダブルスで

も銀メダルのほうを獲得しております。 

 また、バレーボール競技では、国際バレー

ボール連盟が主催しておりますワールドグラ

ンプリにおきまして、ＮＥＣレッドロケッツ

の古賀紗理奈選手が６位入賞、世界ユース選

手権に日本代表の主将として出場しました宮

浦健人選手、こちらのほうは銅メダルを獲得

しております。 

 また、フェンシング競技では、2017ジュニ

ア・カデ世界選手権のジュニア部で、菊地小

巻選手が日本人初の金メダルを獲得するな

ど、育成指定選手が世界の檜舞台で結果を残

しているところでございます。 

 今後とも、県体育協会並びに関係競技団体

としっかり連携を図りながら、2020年の東京

大会では、より多くの本県関係者が出場し、

県民の皆様方に元気と活力を与えることがで

きるよう取り組んでまいります。 

 以上です。 

 

〇奥山障がい者支援課長 障がい者支援課長

でございます。よろしくお願いいたします。

着座にて説明させていただきます。 

 資料の24ページをお願いいたします。 

 障がい者支援課においては、東京パラリン

ピックに向けた選手の育成強化を担当してお

ります。 
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 前回委員会時には選手の指定がされており

ませんでしたが、７月４日に指定書交付式を

行い、表のとおり13名の指定を行ったところ

です。 

 また、２行目のマルチサポート委員による

支援については、９月10日にトレーニングキ

ャンプを行い、選手の体力測定や面接相談を

行ったほか、専任コーチと医師などの専門家

から成るマルチサポート委員によるマルチサ

ポート連絡会を開催して、医学的なサポート

を含めた選手の支援を開始しております。 

 今後も、熊本県障害者スポーツ・文化協会

や各競技団体等において事業を実施していく

こととしており、2020年の東京大会におい

て、より多くの本県関係者が出場できるよう

に取り組んでまいります。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 資料25ページをお願いいたします。 

 (3)その他についてです。 

 ①は、「東京五輪音頭－2020－」について

です。 

 東京オリンピック・パラリンピック組織委

員会が機運醸成に向け、前の東京五輪音頭を

リメイクされました｡熊本出身の石川さゆり

さんも歌われており、本県でも機運醸成に向

け積極的に活用していきたいと考えておりま

す。 

 先日、そのＣＤが本県にも送付されてきま

したので、県教育委員会と連名で市町村や市

町村教育委員会に配付するとともに、その活

用を要請したところ、これまで６市町32件が

既に活用またはこれから活用するとの報告が

なされています。今後も教育委員会と連携

し、東京オリンピック・パラリンピックに向

けた機運醸成に取り組んでまいります。 

 ➁は、聖火リレーについてです。 

 各都道府県における聖火リレーの実施の枠

組みとなるガイドラインの策定に向け、全国

知事会の推進本部に聖火リレー準備会、幹事

会を設置することとなりました。今月末、全

都道府県から成る第１回目の準備会が行われ

ますが、全国知事会の副会長を務める都道府

県は幹事会にも参加することとなっており、

九州では本県が幹事会に参加することとなっ

ております。 

 熊本地震からの復興を全国、世界に発信で

きるような聖火リレーが行われるよう、しっ

かり取り組んでいきたいと思います。 

 最後の26ページは、３つの国際スポーツイ

ベントに係る主なスケジュールで、説明は省

略いたします。 

 長くなりましたけれども、説明は以上でご

ざいます。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

 

〇池田和貴委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。 

 まず、(1)の2019女子ハンドボール世界選

手権熊本開催に関する件について、何かござ

いませんでしょうか。 

 

〇渕上陽一委員 今説明をいただきまして、

その資料の中の２ページですね、国際ハンド

ボール連盟役員による視察の対応(1)の主な

指摘事項の①ですけれども、「山鹿会場につ

いては観客数が少ないことなどのため、世界

選手権大会の会場としてふさわしくない」、

そのことによって「山鹿会場については予選

会場としては認められないが、予選リーグの

下位12チームによる順位戦の実施に向けて検

討」ということでありますけれども、まず、

この観客席が少ないというのは、具体的にど

ういったことが指摘されたのか、ちょっと教

えていただければと思います。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 山鹿市総合体育館につきましては、現在

1,660席がございます。それは、２階の固定
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席と１階に560席の可動式の席がございま

す。これは変わりませんけれども、ここに仮

設スタンドを大会では組みまして3,000席を

確保するということで準備をしておりまし

た。 

 ３月に視察があった際、実際国際ハンドボ

ール連盟の役員が会場を見まして、そのとき

は仮設席はありませんので図面での説明でし

かないんですけれども、ちょっとやっぱり狭

いなという印象を持たれたのと同時に、体育

館のゴール裏ですね、ハンドボールコートの

端にゴールがあるんですけれども、このゴー

ル裏には観客席が置けない構造になっていま

す。そういう会場は現在ハンドボール、既に

国際化とかハンドボールを普及していこうと

いうことでメディアなどテレビ放送等を非常

に重要視しておりますので、そういった観点

からゴール裏に観客席がないというのは、非

常に会場としては厳しいという指摘を受けた

ところでございます。 

 

〇渕上陽一委員 これが体育館を建てかえぬ

かわりに、なかなかゴール裏に多分席をつく

るのは難しいでしょう。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 おっしゃるとおり、今の体育館のゴール

裏に座席をつくるということは、もう不可能

に近い状態でして、指摘の中では、どこか別

の会場がないのかとか、そういった話もあっ

たんですけれども、御説明しましたとおり山

鹿市はもうハンドボールの聖地ですので、ぜ

ひここでやりたいと、やらせてくれというこ

とと、男子の大会では世界選手権の実際会場

だったわけですから、観客も集客も間違いな

いということを再度、何度も説明はしたんで

すけれども、なかなかそこの点は現在のとこ

ろ覆らずに、プレジデントカップに向けて準

備していこうということで、今協議をやって

いるところでございます。 

〇渕上陽一委員 順位決定戦は、できるとい

うことですか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 実施に向けて今後協議していく、最終的

には来年春４月にもう１回視察がありますの

で、そこで決定しようと。ただ、そっちの方

向で協議を進めていくということ自体は了解

をもらっておりますので、しっかり準備をし

ていきたいと思います。 

 

〇渕上陽一委員 開催地と昨年からずっと何

度も多分、意見交換なり説明をしながらおい

でになられたというふうに思います。 

 特に山鹿はオムロンもありますし、前回の

男子のハンドボールも世界大会やっているわ

けですけれども、山鹿からすれば昨年の段階

では県のほうから、開催地としてはこのくら

いの費用がかかるんだろうという話をされて

いる。 

 それともう１つは、山鹿では予選リーグも

あるだろうというふうな思いもあって、その

くらいのやはり資金はかかってもいいんだろ

うというふうに思われたと思うんですけれど

も、現在、予選がやれないとなれば、順位決

定戦になると、やはり観客数もかなり少なく

なるんじゃなかろうかというふうに心配をさ

れておられました。特に、もちろん日本が優

勝してくれれば一番いいんですけれども、仮

に日本が予選に勝てなくて順位決定戦に入っ

てくるとなったときに、日本のチームが負け

て、仮に順位決定戦になった場合は、山鹿市

ではやれないという話を何か聞かれているよ

うな状況でありまして、このままいけば予算

は膨らんでいく、まして人は少ない、観客は

少なくなる。そうなったとき、日本ももしそ

うなって山鹿以外でやられるということであ

れば、多分市民に対してちょっと説明ができ

ないんだと。４日間しかないのに、１億円以

上の負担が出るということになると、自分た
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ちとしてはなかなか了解は得れないという大

変厳しい声が聞こえてきていますので、そこ

ら辺しっかり県としても考えていただければ

というふうに思います。 

 

〇池田和貴委員長 要望でよろしいですか。 

 

〇渕上陽一委員 ここは、もう要望でいいで

す。 

 

〇池田和貴委員長 要望でいいですか。は

い。しっかりと対応してください。 

 ほかにございませんか。 

 

〇松田三郎委員 資料３ページ、水谷課長の

御説明もありましたが、３の(2)の試合結果

のところですね。御説明はちょっとあったの

かもしれません、観客数が松橋、人吉それぞ

れあれしてありますが、これ全体のマックス

のキャパといいますか分母といいますかを、

それぞれ教えてください。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ウイングまつばせは、1,000席です。人

吉スポーツパレスは1,578席です。山鹿市総

合体育館は、当日は1,320席を準備する予定

でした。 

 

〇松田三郎委員 1,000ですか、ウイングま

つばせは。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 はい。 

 

〇松田三郎委員 前日、私は球磨郡ですので

人吉の会場のほうには行きまして、前日その

松橋が1,000人ぐらいだったという話を聞い

て、距離的に遠いのもあるけれども、松橋に

は負けぬどというぐらいに思って行きました

ら、確かにちょっと少ないなという感じはい

たしました。だんだん大会が近くなってくれ

ば、一定の関心なり盛り上がりも出てくるん

だろうというふうに期待はいたしております

が、先ほどの御説明で、例えばハンドボー

ル、県のハンドボール協会であるとか、ある

いは経済団体あるいは議員の関係、いろいろ

お願いはしましたということでありました。 

 なかなか当日どういった方から声かけられ

てこられたというのは、この把握は難しいと

は思いますが、私たちも例のラグビーのテス

トマッチのときは、これは相当気合を入れて

かからぬと、会場も広いことだしというよう

な意気込みで臨みました。 

 今回はキャパ自体もそう大きくないからそ

こそこでいっぱいになるのかなと勝手に思っ

て一定の協力はさせていただきましたが。お

尋ねというのは、わかる範囲で結構ですけれ

ども、いろいろなところからこう、県のほう

も声をかけていただいたけれども、どうもや

っぱりこの辺からが余り期待したぐらい来て

ないとか、この辺がどこか上でとまって下の

ほうまでいってなかったとかというような、

感覚的な問題でも結構ですし、マスコミもい

らっしゃいますのでなかなか特定の団体も言

いにくいかもしれませんが、我々も含めて何

かちょっとそういう、次につながる検証の意

味も含めてちょっとお聞きしたいなと思いま

して、質問いたします。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ありがとうございます。 

 私もいろいろ先生等も含めて回らせていた

だきましたけれども、ハンドボールという競

技に余りまだそうなじみがなかったのかなと

いうのは、非常に印象としてはありました｡

ラグビーの場合は、ワールドカップ自体が日

本全国で行われますので、大きな、東京から

のテレビとかそういうのにもたくさんのった

ので、大体御存じでしたですね、行くとです

ね。 
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 ただ、ハンドボールの場合は熊本県内だけ

でやるものですから、なかなか広報がまず行

き渡ってないことも、私たちの努力不足もあ

ると思うんですけれども、まずそこから説明

でしたので、ちょっとなかなか浸透するのに

時間が足らなかったのかなというのは正直な

感想でございます。 

 それと大会の期間が夏休みでございました

ので、いろんなチーム、ハンドボールチーム

が来てくれることも、ある意味期待はしてお

ったんですけれども、やっぱりいろんな合宿

とか試合とかということで、なかなか予定が

既に入っていたりとか、そういうこともあっ

たので、意外とそういうところも、もうちょ

っと事前から、そういう合宿を計画される前

に早めに情報提供して、来ていただくような

努力をしていかないかぬなと感じたところで

ございます。 

 

〇松田三郎委員 はい、わかりました。 

 あと要望ですけれども、これは主なスケジ

ュールの中で、これから実際の大会のときの

チケットの販売方法とかというのはこれから

だと思いますが、例のラグビーのテストマッ

チのときもあったように、やっぱり我々の選

挙と一緒でですよ、直接手売りしたほうが確

実な面があるかなというのを実感しておりま

すので、できるだけ県のほうからも早めに、

そういったのも枠を持っていただきたいとい

うのを事前に要望しておいていただければと

思います。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 はい。ありがとうござい

ました。 

ほかにございませんか。 

 

〇吉田孝平委員 ハンドボールの大会ですけ

れども、私も見に行ったんですけれども、松

橋はハンドボールが盛んで、子どもたちとか

大人の方たちももともとハンドボールをして

いた方が多く来られていたんですけれども、

初めて来られた方が、やはりルールがわから

ないという話が結構出ていましたので、ラグ

ビーのときは電光掲示板に結構ルールが出て

いてわかりやすかったんですけれども、ハン

ドボールは何もなかったですよね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ありがとうございます。 

ラグビーは電光掲示板には現在のプレー

の、例えば反則、こういう反則ですよという

説明があったと思うんですけれども、ハンド

ボールはそこまでできませんでした。ですの

で、大会のプログラムを無料で配付したんで

すけれども、その中に簡単な、まあジャッジ

と反則の内容とか、そういったものは載せて

おったんですけれども、なかなかハンドボー

ルは展開が早いものですから、見てという感

じがなかなか難しい競技だなというのも実感

しておりますけれども、その辺もしっかり周

知したいと思います。 

 

〇池田和貴委員長 よろしいですか。はい。 

 ほかにございませんか。 

 

〇荒木章博委員 前回は山鹿で認められて、

いろんな世界大会になった。もちろん世界大

会だったですけれども、10数年たつと非常に

規定がやかましくなって、山鹿のほうは予選

会場としては認められないということを渕上

委員からも言われたけれども。やっぱり、そ

れは地域においては大変なことだと思うんで

すよ。だから、やっぱりいろんなキャンプと

か子どもたちの触れ合いとか、いろんなとこ

ろをやっぱり山鹿で考えてやられないと、こ

れは地元から出ている議員さんというのは大

変ですよ。私が山鹿市選出なら、それは首絞

められるようなもんですよ。やっぱり聖地で

すから、山鹿というのはね。だから、もちろ
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んそれを考えながら行動されて今から取り組

んでいかれると思うんですけれどもね。だか

ら、そういうのはやっぱり今後、いろんな子

どものハンドボールの交流、高校しかないの

か中学しかないのかわかりませんけれども、

やっぱり九州の大会をやるとか、誘致すると

か、そういうことを考えながら、そこにやっ

ぱり日本チームの選手とか、触れ合いとか、

そういうのを僕は山鹿で考えていかれるべき

じゃないかなと思うんですけれども、いかが

でしょうか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 はい、ありがとうございます。 

 実は男子の大会のときも山鹿が会場でし

て、そのときにいろんな全国からのハンドボ

ールをやっている方々が山鹿に実際来られて

試合を観戦したりとか、一言で言えば山鹿を

盛り上げようということで実際されておりま

すので、そういったことを今回もぜひやって

いきたいというふうに思っております。 

 

〇荒木章博委員 渕上先生は人間がいいか

ら、そこまでは言いきんなはらんどけん、俺

が横からよけいなことばってん言うてです

ね、やっぱりそういうところは協力しようて

やっていかなければいかぬだろうと思うんで

すよね。学校交流とか訪問とか、そういうの

は積極的に対応していただきたい。たまには

県がバスを出すとか、そんなことをして触れ

合いをやっぱりやられたらいいかなというふ

うに思いますね。 

 終わります。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、次にラグビーワールドカップ20

19熊本開催に関する件について、質疑はござ

いませんでしょうか。ありませんか。 

 

〇橋口海平委員 今度10月28日にレベルファ

イブスタジアムと、11月４日に日産スタジア

ムで日本代表戦があるかと思うんですけれど

も、そのとき何か対応というか視察などはさ

れるんでしょうか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 まだ詳細は決めておりませんけれども、

当然、現地に行きまして視察も行いますし、

ほかの競技会場と一緒にＰＲ活動をするなり

意見交換するなり、そういうことはしっかり

やっていきたいと思います。 

 

〇橋口海平委員 前回、熊本で試合があった

ときは結構、先ほどの入場者の動向という

か、県内が何人、県外とかなんですけれど

も、結構県外が来ていたということで、熊本

の試合のときも結構近隣からバスで来ていた

りしていたと思うんですけれども、今回そう

いうバスで行くとか、そういう考えとかはあ

るんでしょうか。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 そこまでは、ちょっと。 

 

〇橋口海平委員 はい、わかりました。 

 多分、余り大きなスタジアムじゃないん

で、すぐいっぱいになるかとは思うんです

が、行ける方は行って会場を見ていただけれ

ばと思いますので、お願いします。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、次に2020東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会に関する件について、

質疑はございませんでしょうか。 

 

〇荒木章博委員 オリ・パラの件でバドミン

トンのキャンプ地誘致で協会やら担当課のほ

うで向こうに行かれて、ある程度、これは秋

田だったですかね、秋田との競合になってい

ると聞いています｡松野議員が秋田のほうが



第14回 熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録（平成29年９月25日) 

 - 14 - 

強いんじゃないかという話もちらったされた

んですけれどもね。私は競い合うんじゃなく

て、前々から言っているように、お互いが顔

が立つようにと言ったらいかぬですけれど

も、勝った負けたではなくてですね、キャン

プはどこ試合はどこでと、熊本で、秋田で、

そういうお互いが相互の理解をし合うような

形をとったほうが一番ですね。お互いが、県

同士が争って、こっちが勝った、あっちが負

けたとなると、お互いが盛り上がりに欠けて

くると思うもんですからね、そういったとこ

ろを１点お尋ねしたい。 

 ２点目は、やっぱりこれだけの再春館とい

う１つの組織があって活躍をして、今回は残

念ながら金は取れなかったけれども、あの高

松ペアにやられたけれども、入賞はできなか

ったけれども、やっぱり青少年の交流という

のを頻繁にやるべきだと思うんですよね。や

っぱり盛り上がるためにですね。だからイン

ドネシアとのバドミントンの交流、せっかく

この前、大使も熊本に来られて、私もちょっ

と短い時間だったけれども参加させていただ

いてお願いをしたりしているんですけれど

も、そういう青少年との交流について考えて

いかれる考えはないか、ちょっとお尋ねした

いと思います。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 インドネシアバドミントンのキャンプに

ついては、秋田県も取り組まれております。

秋田県の地元の企業さんのバドミントンチー

ムのコーチがインドネシアの方だったという

こともあって、あちらのほうが状況としては

若干先行されている部分がありました。ただ

今回、先ほどちょっと触れましたけれども、

こちらに熊本に来られるような話を今いただ

きましたので、しっかり取り組んでいきたい

と思います。 

 その中では、秋田県のほうに８月行ってま

いりましたけれども、お互いに連絡を取り合

いながらやっていきましょうというお話をし

たところ、向こうのほうも、それはぜひお願

いしますということでしたので、いろいろな

ことをやりながらやっていきたいと思いま

す。 

 それとジュニアの交流のお話ですけれど

も、今度は交流試合をインドネシアに申し込

んだところ、ジュニアチームの派遣も検討を

いただいているようですので、そういった形

で青年、シニアの交流試合だけではなくて、

ジュニアの交流もできるように、ぜひ実現し

ていきたいと考えております。 

 

〇荒木章博委員 もちろん壮年も大切ですけ

れども、やっぱり子どもたちの交流というの

を、インドネシアの子どもたちとの交流、そ

ういうところから熊本県が盛り上がっていく

んじゃないかなと思うんですよね。すぐにオ

リンピックに出るような子たちじゃないよう

ですけれども、１つの啓発をやっていくとい

うことも一番大切なことだと思いますので、

引き続きそれは努力をお願いしたいというふ

うに思っております。よろしくお願いしま

す。 

 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 ないようですので、次に共通する事項につ

いてに移りたいと思います。質疑はありませ

んでしょうか。 

 

〇西聖一委員 冒頭に宿泊施設の関係も出て

いたんですけれども、食べ物ですね、オリン

ピックの選手についてはＪＧＡＰというか国

際ＧＡＰで、承認されたものしか食べられな

いという話は聞いていますけれども、熊本県

の大会の場合は、この場合はどのような扱い

になるのかなというのを、ちょっとお聞きし

たいんですけれども。 
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〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ハンドボールの大会については、世界選

手権の実施マニュアルというのが国際ハンド

ボール連盟で定めてあります。その中で推奨

する食事というのが明示されておりますの

で、それにのっとって実際宿泊されるホテル

などと協議をしながら、食事を準備していき

たいと考えております。 

 

〇西聖一委員 当然、ＪＡとか地元産地業者

とのやっぱり連携をとって、なるだけ熊本の

ものを納入できるような、そして試食できる

ような体制は今とっておられるんでしょうか

ね。 

 

〇水谷首席審議員兼国際スポーツ大会推進課

長 ぜひ、そのようなことをやっていきたい

と思っておりますし、ラグビーのテストマッ

チのときに、試合が終わった後の懇親会みた

いなのがあったのですけれども、農林水産部

のほうからも御協力いただいて、地元の産品

をその場に提供させていただいたりとか、そ

ういったことは、その大会だけじゃなくて、

事前の大会とかテストマッチからでもやって

いきたいと考えております。 

 

〇西聖一委員 期間が短いから融通はきかせ

てもらうかもしれませんけれども、ホテルと

かは業者等も決まっているから、なかなかよ

そのものを入れようとする環境にないという

のはよく聞くので、相当な圧力をかけてもら

って、熊本のものを今回は食べてもらうよう

に、働きかけをしっかり、農林水産部とやっ

ていただきたいと思います。これは要望で

す。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

〇荒木章博委員 いつも言うんですけれども

ね、こういう国際的な大会になると、熊本の

文化ですよね、文化の、地域の、やっぱりい

ろんな熊本には国宝級なものもありますし、

そういうところのやはり通訳とか、熊本県の

通訳者とかいろんな向こうから来られる方た

ちのマップとか、そんなものをやっぱりきち

んとしていただきたいなというふうに思うん

ですよね。今から合宿もありますし、剣道の

世界大会の合宿も熊本で韓国チームがするか

もしれませんので、再度ですね。だから、そ

ういうところにもアピールできるようなもの

を、やっぱりつくっていただきたいなという

ふうに思うんですけれども、部長いかがでし

ょうか。 

 

〇奥薗商工観光労働部長 この大会の位置づ

けとしては、やはり熊本地震からの復興を見

せるということでございまして、その中の柱

になったのは、やはりインバウンドを充実さ

せるという意味合いで、いろんな取り組みを

今から始めたところでございますが、そうい

う取り組みもこの中に織り込んで、ぜひそう

いう、今おっしゃったような交流といいます

か、熊本の文化を見せるというようなことも

織り込んでまいりたいというふうに思ってい

るところでございます。 

 

〇荒木章博委員 以上です。 

 

〇池田和貴委員長 はい、よろしいですか。 

 

〇橋口海平委員 要望を。今度１月にバスケ

ットのオールスター、それと夏にプロ野球の

オールスターがあるかと思います。やっぱ

り、そういうオールスターもあるので、そう

いったところも見て勉強していただくのはも

ちろんなんですが、そういうプロスポーツ

の、熊本のプロスポーツのチームともぜひ連

携していただいて、野球はプロはないんです

けれども、そういう団体とかとも連携してい

ただいて、広く周知とかやっていただきたい
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と思っております。 

 

〇池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 なければ、これで質疑を

終了したいと思います。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りい

たします。 

 本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため次期定例会まで本委員会を存続

し審議する旨、議長に申し出ることとしてよ

ろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 次に、その他に入りますが、何かございま

せんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇池田和貴委員長 なければ、これをもちま

して本日の委員会を閉会いたします。 

午前10時55分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  国際スポーツ大会推進特別委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


